
　今号の表紙写真は、県立秦野曽屋高等学校写真
部の作品です。
　若い世代を含めた、より多くの市民の皆さんに
親しまれる議会を目指す取り組みの一環として、
令和元年度から5月と11月発行号については、市
内にある県立高校写真部の生徒の作品を表紙写真
として提供していただいています。

表紙写真に！
秦野曽屋高校写真部 の作品が

※会計年度任用職員…一会計年度を超えない範囲で置かれる一般職の非常勤職員。勤務時間が常勤職員と同一であるフルタイムと短い勤務時間であるパートタイムがある。
※勤勉手当…民間における賞与などのうち考

こうか

課査定分に相当する手当
用語解説

第3回（9月）定例会

◆議案審議 1 面
◆決算審査 2・3面
◆一般質問 4・5・6・7面
◆議会の動向 5 面
◆陳情 7 面
◆審議結果一覧表 8 面
◆第4回（12月）定例会日程 8 面

　

市
議
会
議
員
選
挙
後
、
初
め
て
と
な
る
第
３
回
（
９
月
）
定
例
会
は
、
９
月

18
日
か
ら
10
月
17
日
ま
で
の
30
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
決
算
の
認
定
や
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
市
長
提
出
議
案

等
20
件
（
う
ち
、
報
告
６
件
）
を
審
議
し
ま
し
た
。

議
案
第
40
号
　
秦
野
市
印
鑑
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
要
　
旨

　

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
住
民
票
の
記
載
事
項
に
旧

氏う
じ
（
旧
姓
）
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
旧
姓
で
も
印
鑑
登
録
が
で
き
る
こ

と
と
す
る
た
め
、
改
正
す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
令
和
元
年
11

月
５
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
。

議
案
第
41
号
　
秦
野
市
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
及
び
秦
野
市
水
道
事
業
及

び
公
共
下
水
道
事
業
の
企
業
職
員
の
給

与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
要
　
旨

　

地
方
公
務
員
法
と
地
方
自
治
法
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
新
た
に
導
入
さ
れ
る

※
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
よ
り
任

用
す
る
職
員
の
給
与
・
報
酬
に
つ
い
て
、

同
一
労
働
同
一
賃
金
の
考
え
方
に
従
い
、

常
勤
職
員
の
給
料
月
額
と
均
衡
を
図
っ

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
・
要
望

問
　
旧
姓
の
使
用
に
伴
う
印
鑑
登
録
に

つ
い
て
は
、
住
民
票
を
変
更
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
登
録
ま
で
の

流
れ
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
旧
姓
と
現
在
の
姓
が
記
載
さ
れ
て

い
る
全
て
の
戸
籍
謄
本
を
取
得
し
た
上

で
、
住
民
票
に
旧
姓
を
併
記
す
る
変
更

た
額
に
す
る
と
と
も
に
、
期
末
手
当
の

支
給
対
象
と
す
る
ほ
か
、
育
児
休
業
の

取
得
や
休
職
期
間
の
規
定
な
ど
を
定
め

る
た
め
、
改
正
す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
令
和
２
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問
　
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
よ
り

任
用
す
る
職
員
に
は
、
※
勤
勉
手
当
が

支
給
さ
れ
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
人
事

評
価
を
行
う
理
由
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
任
用
の

更
新
が
２
回
ま
で
可
能
と
な
る
た
め
、

人
事
評
価
の
結
果
は
そ
の
際
の
判
断
材

料
と
す
る
が
、
常
勤
職
員
と
は
異
な
る

旧
姓
で
の
印
鑑
登
録
が
可
能
に

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
導
入
に
向
け

待
遇
な
ど
を
規
定
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秦野市議会

主 な 内 容

を
し
た
後
に
、
印
鑑
登
録
の
申
請
を
す

る
こ
と
と
な
る
。

要
望
　
本
条
例
の
改
正
に
伴
う
メ
リ
ッ

ト
な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
へ
の
分
か
り

や
す
い
周
知
に
努
め
て
ほ
し
い
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

簡
易
的
な
評
価
方
法
を
検
討
し
て
い
る
。

問
　
職
員
定
員
最
適
化
計
画
に
お
い
て

は
、
窓
口
業
務
の
委
託
化
な
ど
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
今
後
、

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
を
ど
の
よ
う

に
運
用
し
て
い
く
の
か
。

答　
常
勤
職
員
が
行
う
べ
き
業
務
を
補

助
的
に
担
っ
て
い
る
職
を
中
心
に
適
正

配
置
を
進
め
て
い
く
が
、
委
託
化
な
ど

に
よ
り
、
雇
い
止
め
と
な
ら
な
い
よ
う

配
慮
し
て
い
く
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　
こ
の
改
正
に
伴
う
財
源
に
つ
い
て
、

住
居
手
当
の
改
正
や
各
課
で
の
業
務
の

合
理
化
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
ほ
し
い
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
） 戸籍住民課窓口

議

案

審

議

平
成
30
年
度
決
算
を
認
定

平
成
30
年
度
決
算
を
認
定

平
成
30
年
度
決
算
を
認
定

平
成
30
年
度
決
算
を
認
定

表紙写真を
募集します！

テーマ：秦野の風景、地域の  
　　　　行事など
「はだの議会だより」第 235 号
（令和２年２月中旬発行）の表紙
写真を募集します。多くの皆様
の応募をお待ちしております。
締め切り：
令和２年１月 24日（金）必着
応募方法：
所定の申し込み用紙に記入し、
持参、郵送、またはメール

※ 申し込み方法は、ホームペー
ジをご覧になるか、議事政策
課（☎0463-82-9652）まで
お問い合わせください。

詳しくは
こちらから ➡

作品名 撮影者
①「陰　陽」 平塚　　剛 さん
②「光　路」 佐久間優奈 さん
③「走馬灯」 遠藤　直士 さん

①

②

③
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平成30年度
決算審査

総 質括 疑
ごみの減量目標達成のための

取り組みについて

問　ごみの有料化をしないで、令和
7年度末にはだのクリーンセンター
1施設体制へ移行したいとのことだ
が、これまでのごみ減量の取り組み
と成果はどのようか。
答　減量目標達成のため、草木類の
分別収集を市内全域に拡大するとと
もに、資源物の品目追加、紙類の出
し方の簡素化や家庭用生ごみ処理機
の普及促進などに努めた結果、計画
値を上回るペースで順調に減量が進
んでいる。

産後ケア事業について

問　支援を必要とする母子の増加を
踏まえて、平成30年度に試行的に
実施した直営の日帰り型産後ケア事
業の状況と、令和元年度における実
施状況はどのようか。
答　30年度は 2回実施し、支援が
必要な母子の心理的安定を図り、身
体を回復させるため助産師などによ
る育児指導を行った。元年度につい
ては、保健福祉センターにおいてお
おむね月2回の実施に加え、弘法の
里湯や旧上幼稚園園舎で実施する。

待機児童解消に向けた
取り組みについて

問　待機児童解消のためには保育士
の確保が必要不可欠だが、本市独自
の取り組みはどのようか。
答　民間保育所などの財政面を支援
する市単独の補助金を通じて、保育
士の待遇改善を図り就労継続や離職
防止につなげている。また、新たに
就労する保育士などを対象に一時金
を支給し、保育士確保に努めている。

待機児童ゼロに向けた取り組みを

地域での
支え合い活動について

問　日常の買い物が困難となってい
る買い物弱者に対し、全国の先進事
例を参考とした対策が必要と考える
が、どのようか。
答　平成 30 年 12 月から社会福祉
法人の協力を得て、ボランティアに
よるスーパーマーケットまでの移動
支援が始まったほか、サロン活動に
おける食品販売など地域ごとの支え
合い活動が広がっており、さらなる

拡大に向けて取り組んでいく。

下水道施設整備のための
財源の確保について

問　老朽化する下水道施設の更新な
どの整備に当たっては、計画的かつ
効率的に進める必要があり、財源と
なる内部留保資金の充実が必要だが、
そのための取り組みはどのようか。
答　使用料収入などの財源を確保し
つつ、適切な維持管理による経費の
平準化や削減が重要であり、老朽化
が進む設備などについてライフサイ

クルコストを節減するための取り組
みなどを行っている。

取り組みなどを行っている。歳 質入 疑の
適正な繰越金の水準について

問　一般会計における繰越金の水準
はどの程度が望ましいと考えるか。
答　約 15億円の実質収支の水準を
維持できれば、当面の財政運営に支
障がないと考えている。

水道事業会計

水道料金の
引き上げについて

問　平成 28年度の水道料金
改定から、供給単価が給水原
価を上回る状況が続いている
が、将来予定される水道料金
の引き上げを回避できる可能
性はどのようか。
答　次回は８%の引き上げと
説明しているが、料金改定の
先送りは、管路の耐震化や施
設の老朽化対策に影響を及ぼ
すことになるため、上下水道
審議会の意見も聞き検討する。▲

本会議での反対討論
　逆進的である消費税を水道
料金に課していることなどか
ら反対する。▲

採決の結果
　委員会　認　定（賛成多数）
　本会議　認　定（賛成多数）

公共下水道事業会計

基準外の繰入金が
生じた理由について

問　総務省の基準に該当しな
い一般会計からの繰入金を下
水道使用料の引き上げにより
解消する考えはどうか。
答　使用料の急激な引き上げ
は市民生活への影響が大きく、
まずは経営基盤強化を進め、
基準外の繰入金を段階的に解
消していくべきと考える。▲

本会議での反対討論
　生活困窮世帯には下水道使
用料を減免すべきことなどか
ら反対する。▲

本会議での賛成討論
　健全経営のため下水道使用
料引き上げの検討を要望する。▲

採決の結果
　委員会　認　定（賛成多数）
　本会議　認　定（賛成多数）

国民健康保険事業特別会計

▲

本会議での反対討論
　徹底した実態調査を行い、国民健康保険
税滞納者への資格証明書の発行をやめるべ
きであることなどから反対する。▲

本会議での賛成討論
　一般会計からの繰入金を減らすため、高
所得者に対する国民健康保険税の引き上げ
について検討することを要望する。▲

採決の結果
　委員会　認　定（賛成多数）
　本会議　認　定（賛成多数）

介護保険事業特別会計

認知症地域支援・ケア向上
事業について

問　認知症の人とその家族を支援するため、
平成30年度から認知症地域支援推進員を
各地域高齢者支援センターに1人配置した
とのことだが、効果はどのようか。
答　新たな講座の開催や認知症の人に対す
る声掛け訓練などを行えるようになり、ま

た、認知症の
疑いはあるが、
地域から孤立
してしまって
いる人などの
対応も、迅速
に図れるよう
になった。▲

本会議での反対討論
　高い介護保険料を引き下げ、低所得者の
負担を軽減するべきであることなどから、
反対する。▲

採決の結果
　委員会　認　定（賛成多数）
　本会議　認　定（賛成多数）

後期高齢者医療事業特別会計

▲

本会議での反対討論
　年齢差別と負担増の制度である後期高齢
者医療制度を廃止し、老人保健制度に戻す
べきと考えることなどから、反対する。▲

採決の結果
　委員会　認　定（賛成多数）
　本会議　認　定（賛成多数）

平成 30 年度各会計決算額

　9月 20日の本会議で、平成 30 年度の「一般会計決算」、「水道事
業会計決算」と「公共下水道事業会計決算」、そして「国民健康保険
事業」、「介護保険事業」、「後期高齢者医療事業」の3 特別会計決算
の認定についての各議案を予算決算常任委員会に付託しました。
　同委員会では、9月 26日に総括質疑および歳入の質疑、27日に
総務分科会、30日に文教福祉分科会、10月1日に環境都市分科会
を開催し、平成 30 年度決算の審査を慎重に行いました。

（以下、質疑などの要旨を掲載）

会 計 区 分 歳　　入 歳　　出

一 般 会 計 494億2,770万円        474億9,330万円        

水 道 事 業 会 計 29億1,586万円 27億3,572万円

公共下水道事業会計 54億773万円 52億6万円

国 民 健 康 保 険 事 業
特 別 会 計 175億8,382万円 175億5,873万円

介護保険事業特別会計 119億5,150万円 116億7,490万円

後期高齢者医療事業
特 別 会 計 21億2,255万円 20億2,047万円

計 894億916万円 866億8,318万円

※ 平成29年度と比べると、歳入決算額は49億5,728万円の減（マイナス5.3%）、歳出決算額
は39億1,821万円の減（マイナス4.3%）でした。

鶴
巻
地
域
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
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▲
本会議での反対討論
　戸川土地区画整理事業の委託料は市民の理解を得られ
るものでなく認められないこと、国民健康保険税の滞納
整理のため生命保険を差し押さえたことなどから反対する。▲

本会議での賛成討論
　平成 30年度決算は、個人市民税などが増収となった
一方で地価の下落傾向により固定資産税が減収となるな
ど、依然として厳しい財政運営が続いている。市債の発
行額が元金償還額を上回り、29年度に続きプライマリー
バランスは赤字となったが、経常収支比率や実質公債費
比率が改善し、おおむね健全財政の維持ができているこ
とは評価する。
　今後も生産年齢人口の減少により、税収減が予想され
る中で、新たな時代を展望した持続可能なまちづくりを
進めるためには、限られた財源の効果的かつ効率的な執
行が求められる。ネーミングライツのような自主財源を
増やす上で有効な取り組みを継続し、新東名高速道路
（仮称）秦野サービスエリア周辺整備の中核をなす戸川
土地区画整理事業などについてはスピード感を持って推
進してほしい。さらに、中学校給食の完全実施など市長
が掲げる「５つの誓い」の実現に向けて、事業の選択と
集中を的確に行い、確かな歩みを進めてほしい。▲

採決の結果
　委員会　認　定（賛成多数）
　本会議　認　定（賛成多数）

一 般 会 計
総 務 分 科 会

子どもたちへのスポーツの
取り組みについて

問　東京2020オリンピック・パラ
リンピック競技大会などを契機とし
て、子どもたちがスポーツを通じ、
夢を持てる充実した環境づくりが必
要と考えるが、平成30年度の取り
組みはどのようか。
答　スポーツをする・みる・ささえる
の視点から、トップアスリートによる
スポーツ教室の開催や、東海大学と
連携したラグビー観戦ツアーを実施す
るとともに、トップチームの公式戦の
サポートなど、子どもたちがアスリー
トと交流する機会を提供した。
要望　子どもたちに夢や希望を与える
スポーツは、青少年の健全育成だけ
ではなく、地域コミュニティーの醸成
にもつながると考えるため、「スポーツ
に親しみ・楽しむ秦

ま ち
野」が実現できる

よう、今後の取り組みを進めてほしい。

公用車のリース契約について

要望　老朽化した公用車の更新につ
いては、順次リース契約に切り替え
ており、そのリース契約においては、
市内の整備事業者が車検および法定

点検を行うことを要件としていると
のことだが、より多くの場面で、市
内の中小事業者が参加できる発注に
努めてほしい。

消防団員の※費用弁償について

問　消防団員の活動に伴う費用弁償
は、団員個人の口座には振り込まれ
ないとのことだが、モチベーション
の向上や加入促進のためにも、個人
に支給すべきと考えるが、どうか。
答　現状は、秦野市消防団の業務及
び費用弁償に関する要綱に基づき、
団本部または部の口座に一括して支
給しているが、団員へのヒアリング
や消防団幹部会議などにおける検討
を踏まえ、個人に支給できるよう、
要綱の改正を予定している。

消防署西分署の整備について

問　新東名高速道路の開通などにお
ける災害に的確に対応するため、消
防署西分署の建て替えを行っている
が、本市の財政負担に対し、国や県
などから財政支援は受けているか。
答　関係機関に対して要望活動を続
けてきたが、建設費や人件費につい
て、補助金などの交付を受けること
はできなかった。引き続き、全国市
長会や全国消防長会などを通じて、
要望活動を続けていく。

一 般 会 計
文教福祉分科会

成人健康診査について

問　子宮頸
けい
がんや乳がんの検診にお

いては、費用が無料となるクーポン
券を送付し、がん検診の受診促進を
図っているとのことだが、受診率が
低い理由はどのようか。
答　子宮頸

けい

がんは 20 歳、乳がんは
40 歳に到達した市民を対象にクー
ポン券を送付しているが、人間ドッ
クなどを受診した人は除き、本市の
がん検診のみを受診した人数で算定
していることから、受診率は低くな
っている。
要望　子宮頸

けい
がんや乳がんの検診に

ついては、2年に 1回の受診を国が
指針で定めているため、市民に対し
受診の必要性について、積極的に周
知を図ってほしい。

文化財保存管理経費について

問　平成30年度は東光寺薬師堂山
門を市有形文化財に指定するなどの
取り組みを行っているが、文化財を保
存する上での基本的な考えはどうか。
答　文化財保護条例に基づき、保護
の価値があると認める場合は保存し、
その活用を図ることで市民の郷土に
対する認識を高め、文化の進展に貢
献することを目的としている。
要望　文化財に指定されていないも
のも本市の貴重な財産であるため、
修繕費用などの補助制度の在り方に
ついて検討してほしい。

小学校 ICT環境整備事業に
ついて

問　情報教育の推進などを目的にタ
ブレット端末を導入し、各教科の学
習の特性に合わせた授業支援アプリ
を活用して授業を展開しているとの
ことだが、その効果はどのようか。
答　主体的・対話的で深い学びの実
現に役立つツールの一つとして活用
が図られ、授業の中で自らの意見を
伝えることや、意見を交換して、自
らの考えを深めることを効率的に行
うことができている。
要望　ICTを活用して県内外の児童
と交流を図ることができれば、人間
性をさらに高めることにつながると
考えるため、取り組みについて検討
してほしい。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た

小
学
校
で
の
授
業
の
様
子

子どもの未来応援事業に
ついて

問　子どもの貧困対策を検討するに
当たり、小学 4年生から中学 2年
生までの子どもがいる世帯に対し、
実態調査を行ったとのことだが、把
握できた課題はどのようか。
答　世帯所得に関係なく、大学など
への進学希望は高いという結果であ
ったため、年収の低い世帯に対して
は、教育・学習面に関する環境整備
や経済的支援が必要である。

一 般 会 計
環 境 都 市 分 科 会

粗大ごみ等自己搬入受入業務について

問　粗大ごみの戸別収集は、自己搬入に比べ
て、1個当たり約 10倍のコストが必要とな
る。自己搬入を増やすために、粗大ごみ処理
手数料を見直す考えはどのようか。
答　粗大ごみ処理手数料については算出根拠
の適正性を確保するため、3 年ごとに見直し
ている。これまでの実績や近隣市の状況など
を参考とし、令和 2 年度に行う予定である。

商店街等ガイドブック作成事業について

問　商店街のにぎわい
創造を目的として、商
店街を紹介するガイド
ブックの作成や特設ホ
ームページの開設など
を行ったとのことだが、
約1,500万円と事業費

が高額になった理由はどのようか。
答　商業者の顔が見えるよう、多くの写真や
コメントを掲載したほか、本市出身俳優への
インタビューやラジオ番組の人気レポーター
によるまち歩きが体感できる動画など、特に
取材に力を入れて製作したことによる。

要望　非常に良い取り組みであるが、特設ホ
ームページのアクセス件数や動画の再生回数
を見ると、費用対効果が低いと感じる。本当
に必要なコンテンツであるか、中身をよく吟
味してほしい。

ミライエ秦野の維持管理について

問　平成30年度までに市外から転入し、ミ
ライエ秦野へ入居した世帯のうち、退去後に
市内で戸建住宅を購入した世帯は、退去した
全25世帯のうち6世帯であった。この結果
を踏まえ、今後の取り組みはどのようか。
答　定住人口の増加には、市外からの入居を
促進する取り組みが重要であると認識してい
る。秦野の豊かな自然環境などを積極的に
PR し、将来的な定住が見込める若年層の入
居につながる施策を進めたい。
要望　今までの入居者は伊勢原市や平塚市な
ど、近隣の自治体からの転入者が中心であり、
退去後の定住に結びつかなかった。横浜市な
ど、より遠方の都市圏からの移住者に向け、
積極的に情報を発信してほしい。

討 論

※費用弁償…団体の職員が職務で出張したときに支払われる旅費用語解説

定
住
化
促
進
住
宅

「
ミ
ラ
イ
エ
秦
野
」

北
京
五
輪
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
塚
原

直
貴
氏
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室

完
成
し
た
消
防
署
西
分
署



…「自民党・新政クラブ」は、略称として「自民・新政」と表記しています。会派の表記について

分娩業務の再開が待たれる秦野赤十字病院

防災の視点から無電柱化の推進を 鳥獣に荒らされた畑の様子

法令を遵守して安全・安心な
中学校給食の提供を

空
き
家
を
有
効
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
を

効
果
的
な
鳥
獣
被
害
対
策
の
推
進
を

市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
は
差
し
押
さ
え
で
は
な
く

徹
底
し
た
実
態
調
査
を
す
べ
き
だ

表
丹
沢
の
魅
力
創
出
、
地
域
活
性
化
に
向
け
て

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
生
か
し
た
周
辺
土
地
利
用
の
推
進
を

安
心
し
て
出
産
に
臨
め
る

環
境
づ
く
り
へ
の
情
報
発
信
を

市
民
ク
ラ
ブ
　
　
　
八
尋
　
伸
二

一
　
空
き
家
施
策
に
つ
い
て

問　
全
国
の
空
き
家
総
数
は
、
国
土
交

通
省
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
２
０
１
３
年

で
８
２
０
万
戸
と
増
加
を
続
け
て
お
り
、

管
理
さ
れ
て
い
な
い
「
そ
の
他
の
住

宅
」
は
、
１
９
９
３
年
と
比
較
し
、
約

２
倍
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
市
で

も
多
く
の
空
き
家
が
散
見
さ
れ
て
い
る

が
、
調
査
の
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
現
状
は
、
自
治
会
や
市
民
か
ら
の

情
報
提
供
と
、
市
が
保
有
す
る
固
定
資

産
税
の
家
屋
デ
ー
タ
や
住
民
基
本
台
帳

デ
ー
タ
に
よ
り
、
約
１
９
０
０
戸
と
推

定
し
て
い
る
。

問　
全
国
で
は
空
き
家
の
有
効
活
用
が

進
ん
で
お
り
、
市
民
活
動
拠
点
へ
の
利

用
な
ど
多
く
の
事
例
が
あ
る
。
本
市
の

市
民
活
動
へ
の
活
用
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
本
市
で
の
活
用
の
事
例
と
し
て
、

自
民
・
新
政
　
　
　
高
橋
　
文
雄

一
　
高
齢
者
の
健
康
管
理
に
つ
い
て

問　
人
生
百
年
と
い
わ
れ
る
長
寿
社
会

を
迎
え
、
健
康
寿
命
の
延
伸
が
必
要
だ

が
、
本
市
の
施
策
は
ど
う
か
。

答　
超
高
齢
社
会
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
や
が
て
高
齢
期
を
迎
え
る
青
壮
年

期
の
健
康
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。
東

海
大
学
健
康
学
部
と
の
協
働
に
よ
る
健

康
バ
ス
事
業
や
、
総
合
体
育
館
な
ど
市

日
本
共
産
党
　
　
　
佐
藤
　
文
昭

一
　
福
祉
施
策
に
つ
い
て

問　
国
の
介
護
保
険
法
改
正
に
よ
り
総

合
事
業
に
移
行
さ
れ
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
が
減
っ
て
い
る
が
、
本
市
で
は

ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
。

答　
軽
度
認
定
者
は
１
０
０
人
減
っ
て

い
る
が
、
介
護
認
定
を
受
け
な
く
て
も

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
人
を
合
わ
せ

る
と
、
利
用
件
数
は
約
１
・
６
倍
に
増

え
て
い
る
。

問　
日
本
共
産
党
秦
野
市
議
会
議
員
団

は
、
予
算
要
望
で
均
等
割
の
廃
止
に
よ

る
国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ
を
要

求
し
て
い
る
が
、
検
討
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
個
別
に
均
等
割
を
廃
止
す
る
の
で

は
な
く
、
国
民
健
康
保
険
全
体
の
在
り

方
の
中
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
。

二
　
中
学
校
給
食
の
契
約
方
法
等
に
つ

い
て

自
民
・
新
政
　
　
　
相
原
　
　
學

一
　
防
災
・
減
災
及
び
国
土
強
靭
化
策

に
つ
い
て

問　
災
害
時
に
お
け
る
市
民
へ
の
情
報

発
信
の
取
り
組
み
状
況
、
ま
た
、
防
災

対
策
の
観
点
か
ら
無
電
柱
化
の
整
備
状

況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
登
録
制
の
緊
急
情
報
メ
ー
ル
や
※

Ｌ
ア
ラ
ー
ト
の
ほ
か
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
回
線
を
活
用
し
防
災
行
政
無
線
の

放
送
内
容
を
聞
け
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入

を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
無
電
柱
化
は

国
の
国
土
強
靭
化
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、

市
総
合
計
画
に
位
置
付
け
、
市
道
６
号

線
な
ど
緊
急
輸
送
道
路
を
優
先
的
に
整

市
民
ク
ラ
ブ
　
　
野
々
山
　
静
香

一
　
安
心
し
て
出
産
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
つ
い
て

問　
分
娩
業
務
を
休
止
し
て
い
る
秦
野

赤
十
字
病
院
の
分
娩
業
務
再
開
と
、
分

娩
受
け
入
れ
な
ど
を
条
件
と
す
る
八
木

病
院
移
転
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

答　
秦
野
赤
十
字
病
院
で
は
、
少
数
の

医
師
で
も
対
応
可
能
な
分
娩
手
法
な
ど

多
角
的
に
検
討
し
て
い
る
。
八
木
病
院

移
転
に
つ
い
て
は
、
現
在
白
紙
の
状
態

で
あ
る
が
、
再
度
、
移
転
の
希
望
が
あ

れ
ば
改
め
て
協
議
に
応
じ
た
い
。

問　
分
娩
業
務
再
開
ま
で
の
間
、
妊
婦

が
安
心
し
て
出
産
に
臨
む
た
め
の
取
り

組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

妊
婦
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、
妊
婦
健
康
診
査
な
ど
で
は
、

近
隣
自
治
体
と
比
べ
て
手
厚
い
費
用
補

大
根
、
鶴
巻
、
西
の
３
地
区
に
お
い
て
、

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
の
多
世
代
交
流
の
場
所
と
し

て
空
き
店
舗
を
活
用
し
、
北
、
西
地
区

で
は
、
老
人
会
な
ど
が
サ
ロ
ン
活
動
な

ど
の
地
域
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

要
望　
群
馬
県
高
崎
市
で
は
、
空
き
家

内
３
カ
所
を
未
病
セ
ン
タ
ー
と
し
た
健

康
相
談
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
。
高
齢
者
向
け
に
は
運
動
、
栄
養
、

口
腔
機
能
向
上
、
認
知
症
予
防
な
ど
、

介
護
予
防
に
つ
な
が
る
普
及
啓
発
を
中

心
に
実
施
し
て
い
る
。

二
　
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

問　
鳥
獣
被
害
対
策
は
農
政
の
最
重
要

課
題
と
考
え
る
。
以
前
提
案
し
た
移
動

解
体
車
の
導
入
や
、
大
型
の
焼
却
施
設

の
設
置
に
つ
い
て
の
検
討
は
ど
う
か
。

答　
平
成
30
年
度
の
捕
獲
数
は
シ
カ
99

頭
、
イ
ノ
シ
シ
60
頭
の
計
１
５
９
頭
で
、

伊
勢
原
動
物
霊
園
に
お
い
て
22
頭
を
焼

却
処
分
し
た
。
現
時
点
で
は
動
物
霊
園

で
の
処
分
が
有
効
と
考
え
て
い
る
。
施

設
の
設
置
は
広
域
的
な
検
討
が
必
要
で

問　
他
市
で
は
、
仕
様
書
か
ら
関
連
す

る
と
こ
ろ
を
全
て
削
除
す
る
偽
装
請
負

が
あ
っ
た
。
本
市
で
は
心
配
な
い
か
。

答　
業
務
内
容
や
要
求
水
準
を
契
約
書

な
ど
で
明
ら
か
に
し
、
受
注
業
者
は
市

の
求
め
に
応
じ
て
独
立
し
て
業
務
を
行

う
た
め
、
偽
装
請
負
に
は
当
た
ら
な
い
。

三
　
市
税
等
の
滞
納
処
分
に
つ
い
て

問　
平
成
30
年
度
の
預
金
差
し
押
さ
え

件
数
は
３
５
６
件
だ
が
、
差
し
押
さ
え

の
根
拠
と
、
そ
の
流
れ
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
国
税
徴
収
法
を
準
用
し
執
行
し
て

い
る
。
納
期
限
を
過
ぎ
て
20
日
以
内
に

督
促
状
を
送
り
、
納
税
相
談
員
が
訪
問

し
納
税
相
談
に
来
る
よ
う
促
し
て
い
る
。

ほ
か
、
生
活
保
護
費
の
減
額
な
ど
に
つ

い
て
、
い
じ
め
・
不
登
校
の
児
童
・
生

徒
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
質
問
し
た
。

備
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
が
、
国
道
・

県
道
の
整
備
に
つ
い
て
も
要
望
す
る
。

要
望　
メ
ー
ル
で
の
情
報
収
集
が
困
難

な
人
の
た
め
に
災
害
時
の
情
報
伝
達
・

入
手
方
法
の
多
様
化
に
努
め
て
ほ
し
い
。

二
　
秦
野
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
仮
称
）

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の

今
後
の
土
地
利
用
に
つ
い
て

問　
戸
川
土
地
区
画
整
理
事
業
の
組
合

設
立
に
向
け
た
課
題
や
今
後
の
予
定
は

ど
の
よ
う
か
。

答　
企
業
誘
致
の
た
め
の
産
業
用
地
設

定
、
区
域
内
の
住
宅
配
置
、
道
路
な
ど

の
整
備
を
課
題
と
し
て
、
権
利
者
に
理

助
を
実
施
し
、
妊
婦
と
そ
の
家
族
に
対

す
る
切
れ
目
な
い
支
援
に
努
め
て
い
る
。

問　
厚
生
労
働
省
が
公
表
し
た
公
立
・

公
的
病
院
の
再
編
リ
ス
ト
に
秦
野
赤
十

字
病
院
と
神
奈
川
病
院
の
名
前
が
示
さ

れ
、
産
科
だ
け
で
な
く
病
院
自
体
が
統

廃
合
さ
れ
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
た
が
、

本
市
の
見
解
は
ど
う
か
。

答　
厚
生
労
働
省
に
よ
れ
ば
、
今
回
の

対
策
と
し
て
有
効
な
８
つ
の
制
度
が
整

備
さ
れ
、
手
間
の
か
か
る
「
マ
ッ
チ
ン

グ
事
業
は
一
切
し
な
い
」
と
し
て
、
制

度
の
整
備
に
よ
り
市
民
力
で
空
き
家
を

解
決
す
る
方
策
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
大
学
生
に
よ
る
「
０
号
館
」
と

い
う
取
り
組
み
な
ど
が
行
わ
れ
、
市
民

活
動
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
本
市
で

も
制
度
の
整
備
と
と
も
に
、
対
応
す
る

市
職
員
を
１
人
か
ら
、
さ
ら
な
る
体
制

の
整
備
を
す
る
よ
う
検
討
し
て
ほ
し
い
。

あ
り
、
神
奈
川
県
へ
要
望
し
て
い
る
。

三
　
新
東
名
高
速
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
周
辺
の
土
地
利
用
に
つ
い
て

問　
戸
川
土
地
区
画
整
理
事
業
に
お
け

る
、
大
手
企
業
の
進
出
協
議
撤
回
後
の

企
業
誘
致
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

設
置
に
よ
る
交
通
利
便
性
、
住
環
境
と

自
然
環
境
の
良
さ
を
持
つ
強
み
を
生
か

し
、
本
市
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
、

方
針
変
更
せ
ず
企
業
誘
致
促
進
を
図
る
。

解
が
得
ら
れ
る
よ
う
事
業
計
画
案
の
策

定
に
取
り
組
む
。
産
業
利
用
促
進
ゾ
ー

ン
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
、
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
中
心
市
街
地

を
結
ぶ
新
た
な
都
市
計
画
道
路
を
矢
坪

沢
の
整
備
と
併
せ
て
実
施
予
定
で
あ
る
。

要
望　
地
域
活
性
化
の
た
め
新
た
な
都

市
計
画
道
路
の
早
期
事
業
化
、
工
事
着

工
を
推
進
し
て
ほ
し
い
。

取
り
組
み
は
各
医
療
機
関
に
必
要
な
病

床
数
な
ど
に
つ
い
て
再
検
討
を
依
頼
す

る
も
の
で
、
統
廃
合
を
決
定
す
る
も
の

で
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
り
、
県
と
連

携
し
周
産
期
医
療
を
含
め
た
さ
ら
な
る

医
療
充
実
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

要
望　
分
娩
業
務
再
開
に
つ
い
て
の
現

況
や
再
開
に
向
け
て
の
支
援
な
ど
も
市

民
に
情
報
発
信
し
て
ほ
し
い
。

　一般質問は、10 月 9日、10日、11日の
3日間行われ、19人の議員が登壇しました。
　質問は、市政全般にわたり、活発な議論が
展開されました。
　一般質問は、5面・6面・7面にも掲載さ
れています。
（質問者の文責により、質問と答弁の要旨を
掲載）

一 般 質 問

議長公務（９月～11月）
議長の主な公務についてお知らせします。
より詳細な公務日程については、市議会
ホームページで公開しています。 今井　実 議長
○９月
 28日 （土） ～ 29日（日）
   第72回秦野たばこ祭開会式、オープニング

パレード、交流会
○10月
 19日 （土） 第52回秦野市社会福祉大会（副議長同席）
 25日 （金） 神奈川県市議会議長会　正副議長研修会・

第203回定例会（副議長同席）
 27日 （日） 消防団フェスティバル
 30日 （水） ～ 31日（木）
   全国市議会議長会研究フォーラム（高知県）
○11月
 ３日 （日） 第40回秦野市市民の日開会式・令和元年

度秦野市功労者等表彰式（副議長同席）
 ８日 （金） ～９日（土）
   第25回全国報徳サミット筑西市大会
 16日 （土） 2019年度JAはだの農業まつりオープニン

グセレモニー
 18日 （月） 令和元年度秦野市優良店舗・工場及び技

能者の表彰式

※Lアラート…災害発生時に地方公共団体などが多様なメディアを通じて地域住民などに必要な情報を迅速かつ効率的に伝達する総務省が運用する災害情報共有システム用語解説

空き店舗を活用した多世代交流の場
「みんなのて」

はだの議会だより 令和元年（2019 年）11月24日（日）  第 234号〘4〙



LED化された防犯灯

東幼稚園でのケナフ栽培の様子

財政面から公立幼稚園・こども園の
在り方の検討を

自然豊かな場所にあり、校舎も広く
まさに理想的な環境の上小学校

農
業
経
営
の
安
定
化
と
農
地
保
全
の
た
め
の

鳥
獣
被
害
防
止
計
画
を

民
間
資
源
を
活
用
し
た

防
犯
施
策
の
推
進
を

市
民
の
意
見
を
引
き
出
す
た
め

広
聴
事
業
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を

「
ま
ち
づ
く
り
ニ
ュ
ー
ス
」（
Ａ
４
ビ
ラ
、100
部
）の

作
成
費
約
13
万
円
は
適
正
か

公
立
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
の
維
持
は

財
政
的
に
困
難

無
　
所
　
属
　
　
　
古
木
　
勝
久

一
　
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
　

問　
国
は
６
年
前
、
令
和
５
年
ま
で
に

全
国
に
生
息
す
る
イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ
ン

ジ
カ
の
半
減
を
目
指
し
て
き
た
が
、
本

市
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
「
集
落
環
境
整
備
」
、
「
被
害
防

除
対
策
」
、
「
捕
獲
」
を
組
み
合
わ
せ

た
対
策
を
講
じ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　
捕
獲
数
が
計
画
数
に
達
し
て
い
な

い
が
、
平
成
21
年
度
に
始
ま
っ
た
「
秦

野
市
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
」
に
加
え
、

評
価
や
改
善
な
ど
が
で
き
る
行
動
計
画

を
策
定
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
こ
の
計
画
に
加
え
、
地
域
の
実
情

自
民
・
新
政
　
　
　
川
口
　
　
薫

一
　
防
犯
施
策
に
つ
い
て

問　
防
犯
灯
の
一
括
管
理
に
伴
う
委
託

契
約
で
あ
る
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
（
エ
ス
コ
）
事

業
に
つ
い
て
、
契
約
前
よ
り
も
１
５
０

０
万
円
か
ら
２
０
０
０
万
円
の
市
費
の

削
減
効
果
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、

そ
の
概
要
と
メ
リ
ッ
ト
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯

灯
の
設
置
運
営
費
を
事
業
者
が
調
達
し
、

電
気
料
金
の
削
減
分
を
事
業
に
充
て
る

自
民
・
新
政
　
　
　
風
間
　
正
子

一
　
広
聴
事
業
に
つ
い
て

問　
市
民
と
市
長
が
直
接
意
見
交
換
で

き
る
市
政
懇
談
会
だ
が
、
若
年
層
や
女

性
の
参
加
者
が
少
な
い
。
多
く
の
世
代

か
ら
意
見
を
聴
く
た
め
に
は
、
令
和
元

年
７
月
と
８
月
に
開
催
さ
れ
た
は
だ
の

み
ら
い
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
よ

う
に
特
定
の
テ
ー
マ
に
絞
る
手
法
が
効

果
的
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答　
当
日
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
子

育
て
な
ど
の
３
つ
の
テ
ー
マ
ご
と
に
幅

広
い
世
代
・
分
野
か
ら
の
参
加
が
あ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
共
有
で
き
た
。
市

民
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
有
効
な
手
法

で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
ま
ち
づ

く
り
へ
の
参
加
意
識
を
高
め
る
効
果
も

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

要
望　
特
定
の
時
期
に
集
中
し
て
広
聴

事
業
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
う
な
ど
、

市
民
の
認
知
度
を
高
め
て
ほ
し
い
。

二
　
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

問　
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
当
た
り
、

ま
ず
は
市
民
一
人
一
人
が
達
成
感
を
持

っ
て
実
践
で
き
る
取
り
組
み
が
必
要
で

無
　
所
　
属
　
　
　
伊
藤
　
大
輔

一
　
予
算
あ
り
き
の
政
策
提
言
に
つ
い

て問　
財
政
の
知
識
は
市
民
と
行
政
が
お

互
い
を
理
解
す
る
た
め
の
共
通
言
語
で

あ
る
。
市
民
に
財
政
状
況
を
理
解
し
て

も
ら
う
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
歳
入
歳
出
予
算
の
執
行
状
況
な
ど
、

広
報
は
だ
の
を
通
じ
て
公
表
し
て
い
る
。

意
見　
分
か
り
や
す
さ
が
大
事
。
北
海

道
ニ
セ
コ
町
の
「
も
っ
と
知
り
た
い
こ

と
し
の
仕
事
」
を
参
考
に
す
る
と
良
い
。

二
　
戸
川
土
地
区
画
整
理
事
業
に
お
け

る
準
備
組
合
へ
の
運
営
支
援
の
あ
り
方

に
つ
い
て

問　
準
備
組
合
運
営
支
援
と
し
て
、
会

議
費
約
４
０
０
万
円
、
ま
ち
づ
く
り
ニ

ュ
ー
ス
作
成
費
約
13
万
円
の
支
出
に
つ

い
て
、
常
識
的
に
ど
う
考
え
る
か
。

答　
神
奈
川
県
な
ど
の
積
算
基
準
に
基

づ
き
、
適
正
に
算
定
し
て
い
る
。

問　
土
地
区
画
整
理
事
業
か
ら
抜
け
た

い
と
要
望
し
て
い
る
住
民
が
い
る
が
、

抜
け
ら
れ
な
い
法
的
根
拠
は
あ
る
の
か
。

答　
権
利
者
の
合
意
が
不
確
定
の
場
合
、

無
　
所
　
属
　
　
　
吉
村
　
慶
一

一
　
公
立
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
の
民
営

化
に
つ
い
て

問　
日
本
の
制
度
で
は
、
幼
稚
園
・
こ

ど
も
園
の
運
営
に
か
か
る
経
費
は
、
公

立
の
場
合
、
１
０
０
％
市
町
村
の
負
担

を
踏
ま
え
た
、
具
体
の
計
画
を
設
定
す

る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

意
見　
鳥
獣
被
害
対
策
は
、
駆
除
だ
け

を
目
的
に
せ
ず
、
農
業
を
守
る
と
い
う

視
点
で
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
だ
。

二
　
中
学
校
給
食
完
全
実
施
に
つ
い
て

問　
給
食
業
務
委
託
で
は
、
発
注
者
が

受
託
業
者
の
従
事
者
に
口
頭
や
文
書
で

指
示
な
ど
を
す
る
こ
と
を
法
律
で
禁
じ

て
い
る
。
ま
た
、
給
食
業
務
委
託
の
契

約
書
類
に
、
発
注
者
の
衛
生
管
理
手
順

や
作
業
基
準
な
ど
を
記
述
し
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
厚
生
労
働
省
の
指
導
が
あ

る
が
、
本
市
の
業
務
委
託
は
、
こ
の
よ

う
な
こ
と
は
な
い
と
理
解
し
て
よ
い
か
。

仕
組
み
で
あ
り
、
管
理
面
に
お
い
て
も
、

専
用
の
シ
ス
テ
ム
で
デ
ー
タ
を
管
理
し

て
い
る
こ
と
か
ら
効
率
化
が
図
ら
れ
て

い
る
。

要
望　
本
市
に
と
っ
て
暗
が
り
の
解
消

は
防
犯
上
の
観
点
か
ら
も
効
果
的
で
あ

り
、
運
営
上
の
効
果
や
経
費
削
減
も
期

待
で
き
る
事
業
と
認
識
し
て
い
る
の
で
、

今
後
も
推
進
し
て
ほ
し
い
。

二
　
ス
ポ
ー
ツ
施
策
に
つ
い
て

問　
本
市
の
運
動
部
活
動
に
つ
い
て
、

生
徒
や
保
護
者
、
さ
ら
に
は
教
職
員
の

た
め
に
も
支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
、

対
策
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
東
海
大
学
な
ど
関
係
機
関
と
連
携

し
、
人
的
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
き
た
。

ま
た
、
他
市
町
に
先
駆
け
て
策
定
し
た
、

あ
る
と
考
え
る
が
、
令
和
３
年
度
に
施

行
を
予
定
す
る
環
境
基
本
計
画
（
第
３

次
計
画
）
へ
の
反
映
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
立
場
ご
と
に
取
り
組
む
べ
き
内
容

は
異
な
る
た
め
、
身
近
に
で
き
る
取
り

組
み
を
ま
と
め
た
概
要
版
を
作
成
し
、

効
果
を
実
感
で
き
る
計
画
と
し
た
い
。

要
望　
東
幼
稚
園
で
は
ケ
ナ
フ
の
種
か

ら
苗
を
育
て
、
紙
を
作
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
地
球
温
暖
化
対
策
推
進

の
た
め
、
日
常
の
中
で
気
軽
に
取
り
組

め
る
環
境
づ
く
り
と
併
せ
、
幼
少
期
か

ら
の
環
境
教
育
を
進
め
て
ほ
し
い
。

権
利
者
間
の
合
意
率
に
よ
っ
て
法
律
に

基
づ
き
事
業
が
進
む
場
合
が
あ
る
。

三
　
上
小
学
校
へ
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ

教
育
の
導
入
に
つ
い
て

問　
従
来
の
教
育
と
は
別
の
少
人
数
学

級
を
生
か
し
た
も
う
一
つ
の
選
択
肢
と

し
て
、
※
イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
教
育
の
導
入

の
考
え
は
ど
う
か
。

答　
関
係
法
令
に
沿
っ
た
教
育
活
動
や

地
域
の
理
解
な
ど
導
入
に
は
課
題
も
あ

る
が
、
他
県
で
導
入
す
る
予
定
の
公
立

小
学
校
も
あ
る
た
め
、
学
校
長
と
協
働

し
最
適
値
を
求
め
て
い
き
た
い
。

と
な
り
、
私
立
の
場
合
、
国
50
％
、
県

25
％
、
市
町
村
25
％
の
負
担
割
合
と
な

る
。
公
立
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
が
多
い

本
市
は
、
財
政
的
に
非
常
に
不
利
な
政

策
を
選
択
し
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
は
、
市
民
の
保
育
料
を
安
く
す
る
効

果
を
狙
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
３
歳
児

か
ら
５
歳
児
の
「
幼
児
教
育
無
償
化
」

が
実
現
し
た
今
日
、
公
立
幼
稚
園
・
こ

ど
も
園
の
民
営
化
は
時
代
の
要
請
で
あ

る
。
本
市
も
こ
の
方
向
に
進
み
つ
つ
あ

る
が
、
市
立
み
な
み
が
お
か
幼
稚
園
を

廃
止
し
て
、
平
成
31
年
４
月
１
日
に
、

公
私
連
携
幼
保
連
携
型
の
私
立
サ
ン
キ

ッ
ズ
南
が
丘
こ
ど
も
え
ん
が
設
立
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
財
政
効
果
は
ど
う
か
。

答　
30
年
度
、
市
立
み
な
み
が
お
か
幼

答　
法
令
を
踏
ま
え
、
適
正
に
運
用
で

き
る
よ
う
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
契
約

関
係
書
類
な
ど
は
、
そ
の
よ
う
な
内
容

が
盛
り
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
く
。

意
見　
業
務
委
託
の
制
限
の
中
で
、
安

心
・
安
全
を
ど
の
よ
う
に
守
っ
て
い
く

の
か
が
課
題
で
あ
る
が
、
チ
ェ
ッ
ク
は
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
だ
。

中
学
校
部
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
基
本

に
、
学
校
と
協
働
し
て
取
り
組
む
。

要
望　
教
職
員
の
多
忙
化
解
消
と
部
活

動
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て
い

る
中
で
、
運
動
部
活
動
の
今
後
の
在
り

方
を
し
っ
か
り
と
議
論
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
中

学
校
に
設
置
し
、
多
種
目
で
技
量
に
合

わ
せ
た
活
動
や
指
導
を
受
け
ら
れ
る
体

制
づ
く
り
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

稚
園
に
は
約
60
人
が
在
園
し
、
市
の
負

担
は
年
間
約
４
８
０
０
万
円
だ
っ
た
。

一
方
、
サ
ン
キ
ッ
ズ
南
が
丘
こ
ど
も
え

ん
（
３
年
保
育
）
に
は
現
在
１
１
４
人

が
在
園
し
、
市
の
負
担
は
、
年
間
約
３

０
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

問　
約
２
倍
の
在
園
児
が
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
約
40
％
の
負
担
減
と
な
る
。

２
年
保
育
の
市
立
幼
稚
園
を
３
年
保
育

に
し
た
場
合
の
負
担
増
は
い
く
ら
か
。

答　
８
園
全
体
で
12
ク
ラ
ス
新
設
す
る

と
仮
定
し
て
、
担
任
の
正
規
職
員
の
人

件
費
だ
け
で
約
８
５
０
０
万
円
か
か
る
。

そ
の
他
に
加
配
教
諭
を
配
置
す
る
費
用

な
ど
も
必
要
で
あ
る
。

議 会 の 動 向
○９月 11日（水） ・議員協議会・議案送付
 17日（火） ・代表者会議
 18日（水） ・市議会第３回定例会開会 【傍聴者数10人】
  ・代表者会議・議会運営委員会
  ・追加議案送付
 20日（金） ・総務常任委員会
  ・文教福祉常任委員会
  ・環境都市常任委員会
  ・本会議（議案審議）
  ・予算決算常任委員会
 26日（木） ・予算決算常任委員会（総括質疑・歳入の質疑）
   【傍聴者数５人】
  ・代表者会議・議会報編集委員会
 27日（金） ・予算決算常任委員会（総務分科会）
   【傍聴者数１人】
 30日（月） ・予算決算常任委員会（文教福祉分科会）
○10月 １日（火） ・予算決算常任委員会（環境都市分科会）
   【傍聴者数１人】
 ３日（木） ・議会運営委員会
  ・総務常任委員会 【傍聴者数１人】
  ・予算決算常任委員会（総務分科会）
 ４日（金） ・文教福祉常任委員会 【傍聴者数６人】
  ・予算決算常任委員会（文教福祉分科会）
   【傍聴者数１人】
 ７日（月） ・環境都市常任委員会 【傍聴者数１人】
  ・予算決算常任委員会（環境都市分科会）
   【傍聴者数１人】
   ９日（水） ・本会議（一般質問） 【傍聴者数42人】
 10日（木） ・本会議（一般質問） 【傍聴者数54人】
  ・代表者会議
 11日（金） ・議会運営委員会
  ・本会議（一般質問） 【傍聴者数32人】
  ・追加議案送付
 17日（木） ・議会運営委員会
  ・予算決算常任委員会 【傍聴者数３人】
  ・市議会第３回定例会閉会 【傍聴者数３人】
  ・代表者会議・臨時議員連絡会
  ・議会運営委員会・議会報編集委員会
  ・議会報告会検討会
 21日（月） ・秦野市伊勢原市環境衛生組合議会第３回定例会
○11月 ７日（木） ・代表者会議
 15日（金） ・代表者会議・議員連絡会
  ・議会報編集委員会・議会報告会検討会

※イエナプラン教育…ドイツで始まりオランダで広がった、一人一人を尊重しながら自律と共生を学ぶオープンモデルの教育用語解説

害獣に荒らされたサトイモ畑
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内閣府による引きこもりに関する
実態調査より

ひ
き
こ
も
り
の
長
期
化
で
問
題
は
深
刻

当
事
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
体
制
を

人
に
優
し
い

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
に
向
け
て

認
知
症
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
環
境
整
備
を

今
こ
そ
市
内
中
小
企
業
活
性
化
の
た
め
の

Ｐ
Ｒ
・
人
材
育
成
支
援
を

未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の

環
境
創
出
を

公　
明　
党　
　
　
山
下　
博
己

一　
犯
罪
被
害
者
の
支
援
に
つ
い
て

問　
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
で
は
、
被

害
者
に
対
す
る
支
援
を
行
政
の
責
任
と

し
て
い
る
が
、
自
治
体
に
よ
っ
て
支
援

に
差
が
あ
る
の
は
問
題
で
あ
る
。
本
市

の
こ
れ
ま
で
の
支
援
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
被
害
者
の
相
談
体
制
や
小
災
害
見

舞
金
等
支
給
制
度
が
あ
り
、
過
去
30
年

間
で
１
件
の
給
付
実
績
が
あ
る
。

問　
凶
悪
犯
罪
発
生
件
数
に
対
し
、
給

付
実
績
１
件
は
少
な
い
。
今
後
「
犯
罪

被
害
者
支
援
条
例
」
を
制
定
し
、
支
援

の
拡
充
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
条
例
制
定
に
は
事
前
調
整
が
必
要

な
た
め
、
条
例
を
制
定
し
た
茅
ヶ
崎
市

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
検
討
す
る
。

二　
ひ
き
こ
も
り
対
策
に
つ
い
て

問　
40
歳
以
上
の
ひ
き
こ
も
り
の
人
口

が
若
年
層
よ
り
も
多
く
、
今
や
中
高
年

の
問
題
と
し
て
深
刻
化
し
て
い
る
が
、

本
市
の
支
援
体
制
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
は
こ
ど
も
健

康
部
が
所
管
で
相
談
窓
口
を
設
置
し
て

い
る
が
、
40
歳
以
上
は
今
後
、
福
祉
部

創　
和　
会　
　
　
横
溝　
泰
世

一　
人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会
に
お
け

る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
人
口
減
少
、
超
高
齢
社
会
と
い
う

大
き
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
今
日
、

本
市
に
お
い
て
も
立
地
適
正
化
計
画
を

推
進
し
て
い
る
が
、
各
都
市
の
規
模
、

公　
明　
党　
　
　
中
村　
英
仁

一　
認
知
症
対
策
に
つ
い
て

問　
平
成
29
年
度
に
お
け
る
市
の
推
計

に
よ
る
と
、
２
０
２
５
年
に
お
け
る
高

齢
化
率
が
30
％
を
超
え
、
国
の
推
計
に

お
い
て
も
高
齢
者
の
５
人
に
１
人
が
認

知
症
に
罹り

か
ん患
す
る
と
見
込
ま
れ
る
な
ど
、

今
後
ま
す
ま
す
認
知
症
高
齢
者
が
増
加

す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
認
知
症
の

人
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け

て
い
く
た
め
に
地
域
の
協
力
が
必
要
だ

が
、
本
市
で
の
対
策
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
や
キ
ャ
ラ
バ

ン
・
メ
イ
ト
の
養
成
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
推
進
し
、
認
知
症
カ
フ
ェ
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
実
践
者
を
増
や
す
と

と
も
に
、
見
守
り
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
の
交

付
や
迷
い
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
事
業
な
ど
地
域
で
の
見
守
り
体
制

を
整
備
し
た
。
今
後
は
学
生
な
ど
を
対

象
と
し
た
養
成
講
座
を
行
い
、
若
い
世

代
へ
の
理
解
促
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、

企
業
な
ど
の
協
力
を
得
て
地
域
の
見
守

り
体
制
づ
く
り
を
推
進
し
た
い
。

創　
和　
会　
　
　
福
森　
真
司

一　
中
小
企
業
の
振
興
施
策
に
つ
い
て

問　
本
市
の
主
要
産
業
で
あ
る
製
造
業

が
置
か
れ
て
い
る
厳
し
い
現
状
の
中
で
、

行
政
と
し
て
中
小
企
業
の
持
つ
製
品
や

技
術
力
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
支
援
は
ど
の
よ

う
か
。
ま
た
、
市
内
企
業
の
人
材
育
成

へ
の
支
援
状
況
は
ど
う
か
。

答　
市
内
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、

製
品
・
技
術
力
の
Ｐ
Ｒ
や
受
注
促
進
の

場
の
拡
大
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
中

小
企
業
者
の
経
営
管
理
能
力
や
技
術
力

の
強
化
を
図
る
た
め
、
商
工
会
議
所
と

連
携
し
て
年
３
回
、
工
業
経
営
講
座
を

開
催
す
る
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

要
望　
商
工
会
議
所
な
ど
の
関
係
機
関

と
連
携
し
、
中
小
企
業
が
Ｐ
Ｒ
で
き
る

機
会
や
人
材
育
成
支
援
に
つ
い
て
、
さ

創　
和　
会　
　
　
原　
　
　
聡

一　
子
ど
も
た
ち
の
広
場
の
創
出
に
つ

い
て

問　
社
会
環
境
や
家
庭
環
境
の
変
化
に

伴
い
、
子
ど
も
が
外
で
遊
ぶ
機
会
が
減

り
、
運
動
不
足
に
よ
る
体
力
低
下
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
子
ど
も
広
場

を
増
や
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答　
有
意
な
場
所
と
認
識
し
て
い
る
が
、

適
正
管
理
の
観
点
か
ら
廃
止
も
視
野
に

入
れ
た
見
直
し
が
必
要
な
広
場
も
あ
る
。

問　
生
産
緑
地
に
は
将
来
の
公
共
施
設

用
地
を
確
保
す
る
目
的
も
あ
り
、
市
内

の
生
産
緑
地
約
１
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

を
中
心
に
支
援
体
制
の
検
討
を
進
め
る
。

問　
40
歳
で
所
管
が
分
か
れ
る
現
在
の

体
制
は
、
縦
割
り
の
弊
害
が
懸
念
さ
れ

る
。
切
れ
目
の
な
い
継
続
し
た
支
援
体

制
に
見
直
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
年
齢
で
区
切
る
こ
と
は
課
題
と
し

て
捉
え
て
い
る
。
今
後
、
関
係
機
関
な

ど
で
連
携
し
た
体
制
を
検
討
す
る
。

要
望　
コ
ス
ト
優
先
の
現
代
社
会
が
、

職
場
環
境
の
悪
化
を
生
み
、
そ
れ
が
ひ

き
こ
も
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
も

十
分
に
考
慮
し
、
当
事
者
に
寄
り
添
っ

た
支
援
を
進
め
て
ほ
し
い
。

構
造
、
人
口
、
産
業
な
ど
、
抱
え
て
い

る
課
題
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
こ
う
し

た
中
に
お
け
る
本
市
の
取
り
組
み
と
、

目
指
す
ま
ち
づ
く
り
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
市
街
化
調
整
区
域
、
市
街
化
区
域

な
ど
の
居
住
実
態
を
踏
ま
え
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
充
足
に
向
け
て
、
都

市
の
成
長
も
同
時
に
実
現
す
る
よ
う
な

秦
野
ら
し
い
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
目

指
し
て
い
く
。

問　
本
格
的
な
人
口
減
少
、
超
高
齢
社

会
が
到
来
し
、
都
市
を
巡
る
社
会
環
境

は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
現
在
、
本

市
の
人
口
は
16
万
１
２
９
９
人
、
高
齢

化
率
は
29･

６
％
と
な
り
、
す
で
に
人

口
減
少
が
始
ま
っ
て
い
る
。
推
計
に
よ

る
と
２
０
４
５
年
に
は
12
万
５
２
０
９

人
ま
で
減
少
し
、
高
齢
化
率
は
41･

６

二　
不
登
校
児
童
の
保
護
者
へ
の
支
援

に
つ
い
て

問　
不
登
校
の
当
事
者
で
あ
る
児
童
と

と
も
に
、
保
護
者
へ
の
支
援
が
重
要
で

あ
る
が
、
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
各
学
校
に
配
置
す
る
教
育
相
談
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
り
、
ケ
ー
ス
に

合
わ
せ
た
各
専
門
機
関
と
の
連
携
な
ど

を
中
心
に
、教
育
支
援
教
室
「
い
ず
み
」

や
訪
問
型
個
別
支
援
教
室
「
つ
ば
さ
」

と
も
情
報
共
有
し
、
支
援
し
て
い
る
。

要
望　
「
い
ず
み
」
で
の
保
護
者
会
の

拡
充
や
、
相
談
体
制
に
お
け
る
窓
口
機

能
の
充
実
を
進
め
て
ほ
し
い
。

ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

二　
行
政
機
関
等
へ
の
職
員
派
遣
の
あ

り
方
に
つ
い
て

問　
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
、
本
市
で

は
市
職
員
が
ど
の
よ
う
な
機
関
の
部
署

に
派
遣
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ

の
目
的
や
効
果
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
人
材
育
成
の
基
本
理
念
と
し
て
い

る
職ひ
と員
づ
く
り
基
本
方
針
の
下
、
職
員

の
意
識
改
革
や
感
性
を
磨
く
場
と
し
て

外
部
組
織
へ
の
積
極
的
派
遣
を
位
置
付

け
、
国
や
県
な
ど
へ
職
員
を
派
遣
し
て

い
る
。
派
遣
を
経
験
し
た
職
員
は
、
そ

の
経
験
を
本
市
に
戻
っ
て
生
か
せ
る
こ

と
が
や
り
が
い
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

要
望　
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
は
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
。
戦

略
的
な
人
事
派
遣
で
継
続
的
に
情
報
交

換
を
し
て
、
人
と
人
と
の
交
流
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ほ
し
い
。

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
活
用
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

答　
将
来
的
に
は
公
共
施
設
用
地
と
し

て
の
利
活
用
が
好
ま
し
い
が
、
利
用
者

が
い
な
い
広
場
が
あ
る
現
状
も
踏
ま
え

見
直
し
作
業
と
平
行
し
て
研
究
す
る
。

二　
中
学
校
給
食
に
お
け
る
地
場
産
品

の
導
入
に
つ
い
て

問　
（
仮
称
）
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

年
間
施
設
稼
働
率
と
給
食
を
提
供
す
る

以
外
の
活
用
方
法
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
稼
働
率
は
80
％
を
下
回
る
見
込
み

で
あ
る
。
稼
働
日
以
外
は
、
食
育
関
連

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
予
定
で
あ
る
。

％
と
見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
介
護
・
介

助
の
人
材
は
不
足
し
て
お
り
、
現
役
世

代
の
減
少
の
中
、
介
護
を
受
け
る
こ
と

や
医
療
の
受
診
が
難
し
く
な
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
、
危
惧
し
て
い
る
。
将
来
を

見
据
え
、
今
す
べ
き
こ
と
を
問
う
。

答　
地
域
福
祉
計
画
や
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
、
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
テ

ィ
の
理
念
・
指
針
な
ど
を
考
慮
し
、
ま

た
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
た
問
題
や
課

題
を
真し
ん
し摯
に
受
け
止
め
、
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
人
に
優
し

い
ま
ち
づ
く
り
に
努
力
す
る
。

問　
小
学
校
給
食
で
実
際
に
多
く
供
給

し
て
い
る
品
目
を
振
興
作
物
・
地
域
振

興
作
物
に
指
定
し
、
技
術
指
導
や
全
量

買
い
取
り
を
行
う
こ
と
で
新
規
就
農
者

の
呼
び
水
に
な
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

答　
生
産
者
団
体
な
ど
と
の
意
見
交
換

の
中
で
、
Ｊ
Ａ
が
主
体
と
な
っ
て
集
荷

・
納
入
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

今
後
、
安
定
供
給
と
生
産
振
興
に
つ
い

て
Ｊ
Ａ
と
協
議
し
て
い
く
。

一
般
質
問
一
般
質
問
は
４
面
・

５
面
・
７
面
に
も
掲
載

（

）

オ
ー
ル
秦
野
で
対
応
し
前
進
を

創　
和　
会　
　
　
諸
星　
　
光

一　
﹁
農
福
連
携
﹂
の
普
及
促
進
に
つ

い
て

問　
社
会
的
な
弱
者
と
言
わ
れ
る
人
た

ち
が
、
農
業
を
通
じ
て
働
く
場
と
収
入

を
得
て
自
立
で
き
れ
ば
、
社
会
保
障
費

の
削
減
に
つ
な
が
り
生
産
拡
大
に
も
寄

与
す
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

答　
障
が
い
者
の
就
労
訓
練
や
雇
用
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
の
場
な
ど
と
な
る

こ
と
か
ら
、
よ
り
一
層
の
推
進
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
持
続
的
で
効
果
的
な
仕
組
み
の
構

築
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

二　
中
学
校
給
食
完
全
実
施
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

問　
食
育
や
地
産
地
消
の
重
要
性
を
訴

え
て
い
る
が
、
中
学
校
給
食
事
業
が
具

体
的
な
準
備
段
階
を
迎
え
る
に
当
た
っ

て
の
市
長
の
思
い
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
市
民
、
市
内
産
業
界
、
経
済
界
な

ど
の
力
を
合
わ
せ
て
、
し
っ
か
り
と
連

携
し
な
が
ら
、
オ
ー
ル
秦
野
で
中
学
校

給
食
を
実
現
し
て
い
き
た
い
。

三　
文
化
会
館
の
今
後
の
運
営
に
つ
い

て問　
利
用
者
が
安
全
で
快
適
に
利
用
で

き
る
計
画
的
な
環
境
整
備
に
努
め
て
ほ

し
い
が
、
指
定
管
理
者
制
度
を
含
め
た

民
間
委
託
な
ど
全
体
的
な
管
理
運
営
方

法
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
制
度
を

含
め
た
民
間
委
託
の
在
り
方
に
つ
い
て

の
方
針
を
定
め
、
文
化
会
館
の
地
域
性
、

設
置
目
的
、
利
用
状
況
や
設
備
な
ど
の

改
修
を
考
慮
し
た
上
で
、
施
設
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
効
率
的
、
効
果
的
な
管
理

運
営
方
法
を
検
討
し
た
い
。

福井県福井市の「認知症の人に
やさしいお店」のステッカー

高齢者や障がい者に農業を通じた
社会参加の機会を

子どもたちにボール遊びができる環境を
（写真は、ひばりヶ丘北子供広場）

誰もが安心して暮らせる
将来を見据えたまちづくりを

中小企業活性化のための支援を
（写真は、秦野商工会議所）



はだの議会だより〘7〙令和元年（2019 年）11月24日（日）  第 234号

新東名高速道路建設工事の様子

甚
大
化
す
る
自
然
災
害
に
対
し

危
機
意
識
を
高
め
、
対
策
を
講
じ
よ

若
者
の
命
と
み
ら
い
を
守
ろ
う

市
長
は
早
急
に
新
東
名
高
速
道
路
建
設
に
よ
る

地
下
水
の
水
質
汚
染
・
水
量
を
調
査
せ
よ

創
　
和
　
会
　
　
　
阿
蘇
　
佳
一

一
　
行
革
推
進
に
つ
い
て

問　
①
本
市
の
借
金
８
１
３
億
円
、
市

民
一
人
50
万
円
、
未
収
金
31
億
円
、
令

和
40
年
に
人
口
約
12
万
人
と
な
る
。
ス

ピ
ー
ド
感
あ
る
行
革
が
必
要
だ
が
、
市

の
参
事
職
は
平
成
29
年
度
29
人
、
元
年

度
37
人
と
増
え
た
。
ス
リ
ム
化
の
考
え

は
、
②
市
役
所
内
コ
ン
ビ
ニ
は
１
２
０

０
万
円
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
郵
便

局
は
２
０
０
万
円
が
年
間
賃
料
で
あ
る
。

新
た
な
再
配
置
の
考
え
は
、
ど
う
か
。

答　
①
参
事
職
の
在
り
方
は
引
き
続
き

日
本
共
産
党
　
　
　
露
木
　
順
三

一
　
地
下
水
保
全
環
境
施
策
に
つ
い
て

問　
本
市
は
新
東
名
高
速
道
路
工
事
の

中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
へ
の
地
下

水
の
水
質
・
水
量
保
全
策
を
、
工
事
が

終
了
し
て
い
な
い
た
め
影
響
を
判
断
で

検
討
す
る
。
②
令
和
12
年
度
ま
で
に
、

小
・
中
学
校
の
一
体
化
や
近
隣
公
民
館

と
の
複
合
化
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

二
　
若
者
の
命
と
み
ら
い
に
つ
い
て

問　
①
本
市
の
児
童
虐
待
相
談
件
数
は

１
４
９
件
、
千
葉
県
野
田
市
の
児
童
虐

待
事
件
に
対
す
る
考
え
は
、
②
い
じ
め

１
２
８
４
件
、
不
登
校
１
８
３
人
、
大

人
が
子
ど
も
の
命
を
守
る
と
い
う
強
い

意
識
で
子
ど
も
の
視
点
に
立
っ
た
対
応

が
必
要
だ
が
、
③
覚
せ
い
剤
な
ど
か
ら

子
ど
も
の
命
を
守
る
考
え
は
、
ど
う
か
。

答　
①
教
育
委
員
会
と
し
て
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
と
重
く
受
け
止
め
る
。

②
早
期
か
ら
組
織
的
な
対
応
を
行
え
る

体
制
が
重
要
で
あ
る
。
③
引
き
続
き
児

童
・
生
徒
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
う
。

三
　
東
海
大
学
と
の
連
携
に
つ
い
て

問　
３
、
４
年
生
の
政
治
経
済
と
観
光

学
部
が
東
京
に
移
転
、
新
た
に
建
築
都

市
と
児
童
教
育
学
部
、
情
報
メ
デ
ィ
ア

学
科
な
ど
が
新
設
さ
れ
る
が
、
ど
う
か
。

答　
中
・
長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
や
幼

児
保
育
・
教
育
の
充
実
な
ど
の
分
野
で

連
携
を
さ
ら
に
強
固
に
し
て
い
く
。

き
な
い
と
し
て
い
る
。
東
地
区
で
は
井

戸
水
や
イ
チ
ジ
ク
畑
散
水
用
湧
水
が
出

な
い
、
田
ん
ぼ
に
白
い
水
が
入
り
一
面

が
白
く
な
る
な
ど
の
現
象
が
起
き
て
お

り
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
影
響
と
考
え
る
。

早
急
に
副
市
長
は
水
質
汚
染
な
ど
の
実

態
を
確
認
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

答　
令
和
元
年
10
月
下
旬
に
現
地
を
確

認
し
中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
へ
従

来
以
上
に
細
や
か
な
対
応
を
依
頼
す
る
。

二
　
消
費
税
10
％
へ
の
増
税
に
つ
い
て

問　
景
気
悪
化
の
中
、
消
費
税
10
％
増

税
は
市
民
の
暮
ら
し
が
さ
ら
に
困
窮
す

る
が
、
市
長
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
本
市
へ
の
配
分
額
を
社
会
保
障
に

活
用
し
、
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
。

三
　
災
害
・
防
災
対
策
に
つ
い
て

問　
大
規
模
地
震
発
生
時
の
一
次
避
難

所
23
カ
所
の
う
ち
６
カ
所
が
土
砂
災
害

警
戒
区
域
に
入
っ
て
い
る
。
早
急
に
改

め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
ど
の
程
度
ま
で
土
砂
が
襲
っ
て
く

る
か
を
検
討
す
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
、

23
カ
所
を
変
更
す
る
予
定
は
な
い
。

問　
台
風
15
号
の
被
害
と
し
て
、
千
葉

県
で
は
大
規
模
停
電
に
よ
る
長
期
間
断

水
が
あ
っ
た
。
停
電
時
に
影
響
を
受
け

る
本
市
の
水
道
施
設
22
カ
所
の
非
常
用

発
電
設
備
の
設
置
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
未
整
備
４
カ
所
中
１
カ
所
は
可
搬

式
で
対
応
し
３
カ
所
は
整
備
す
る
ま
で

大
型
発
電
機
を
レ
ン
タ
ル
し
対
応
す
る
。

公
　
明
　
党
　
　
横
山
む
ら
さ
き

一
　
産
後
ケ
ア
の
充
実
に
つ
い
て
　

問　
市
の
調
査
で
は
、
子
ど
も
を
見
て

も
ら
え
る
子
育
て
環
境
が
な
い
と
の
回

答
が
約
１
割
あ
り
、
産
婦
の
孤
立
化
が

心
配
さ
れ
る
。
産
後
の
心
身
を
休
ま
せ

る
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
あ
る
が
ど
う
か
。

答　
令
和
元
年
度
は
市
直
営
型
の
産
後

ケ
ア
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
、

民
設
民
営
の
宿
泊
型
も
視
野
に
入
れ
な

が
ら
、
ま
ず
は
日
帰
り
型
の
実
施
に
向

け
働
き
か
け
て
い
く
。

二
　
風
水
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て

問　
自
然
災
害
が
激
甚
化
し
て
お
り
、

台
風
や
豪
雨
災
害
へ
の
市
民
の
危
機
意

識
を
喚
起
し
、
平
時
か
ら
対
策
を
講
じ

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
今
後
、
見
や

す
く
分
か
り
や
す
い
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

へ
の
改
訂
や
浸
水
想
定
区
域
の
電
柱
に

浸
水
危
険
区
域
の
表
示
が
で
き
な
い
か
。

答　
県
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
を
改
訂
す
る
予
定
で
あ
り
、

避
難
所
や
警
戒
レ
ベ
ル
な
ど
記
載
内
容

や
表
示
方
法
を
さ
ら
に
工
夫
し
た
い
。

浸
水
想
定
表
示
は
有
効
性
を
検
討
す
る
。

三
　
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
の
認
定
に
つ

い
て

問　
神
奈
川
県
内
に
は
既
に
４
カ
所
の

森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
が
存
在
す
る
が
、

他
の
基
地
と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
に
、

ア
ク
ア
セ
ラ
ピ
ー
な
ど
秦
野
な
ら
で
は

の
魅
力
あ
る
取
り
組
み
を
加
味
し
て
基

地
を
Ｐ
Ｒ
で
き
な
い
か
。

答　
令
和
２
年
度
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
に
向
け
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
際
に
、

本
市
の
地
域
特
性
を
生
か
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
準
備
し
、
多
く
の
人
が
訪
れ
た

く
な
る
よ
う
情
報
発
信
に
努
め
る
。

ギ カ イ の ギ モ ン 陳情って
何？　陳情とは、国や地方公共団体などが

所管する事項について、実情を述べて
適切な措置を取るように議会に要望す
ることをいいます。陳情の提出に当たっ
て、国籍・年齢の制限はありません。したがって、日本国内に在住の外国人
の方、未成年の方も陳情することができます。
　陳情書を受理した後、採決までの主な流れは次のようになっています。

令和元年 12 月第４回定例会で審査する陳情の提出期限は
令和元年 11 月 25 日（月）午後５時 までです。

• ○○制度を拡充してほしい
•△△公園をつくってほしい

慎重に審査するため、
所管する委員会での
審査を決定

※陳情の内容によっては、
委員会付託をしない取り扱
いとすることがあります。

※陳情者は、陳情の
趣旨の補足説明や陳
情に込められた思い
を委員会で述べるこ
とができます。

内容により国や県
などに意見書を提
出することもあり
ます。また陳情者
に審査結果をお知
らせします。

審査・採決

陳情者 議 長

本会議所管する委員会本会議

内容が妥当で、その実現を
図ることが必要と認めるも
の

採　　択1

内容の一部について妥当と
認めるもの趣旨採択2

その要望に沿いがたいもの不 採 択3

委員会の審査が会期中に終
了せず、閉会中も審査を継
続するもの

継続審査4

審査期間中に採決に至ら
ず、継続審査にもならない
もの

審査未了5

陳情書を受理

所管する委員会
の委員長からの
報告を踏まえ
審議・採決

安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
た
め

重
度
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
の
継
続
を

令
元
陳
情
第
６
号
　
重
度
障
害
者
医
療

費
助
成
制
度
継
続
に
つ
い
て
の
陳
情

▼
願
　
意

　

障
が
い
児
者
・
透
析
患
者
が
安
心
し

て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
令
和
２

年
度
の
予
算
編
成
に
際
し
、
重
度
障
害

者
医
療
費
助
成
制
度
を
継
続
し
、
障
が

い
児
者
・
透
析
患
者
が
継
続
し
て
助
成

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
審
査
状
況

　

委
員
会
と
し
て
は
、
「
重
度
障
害
者

医
療
費
助
成
制
度
は
、
障
が
い
児
者
・

透
析
患
者
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る

上
で
、
大
変
重
要
な
制
度
で
あ
る
。
今

後
、
２
年
度
に
向
け
た
予
算
の
編
成
時

期
に
入
る
が
、
こ
の
制
度
を
継
続
し
て
、

引
き
続
き
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。
」
と

の
意
見
の
一
致
を
見
た
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

採　

択
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

採　

択
（
賛
成
全
員
）

陳

情

議会だよりへのご意見をお寄せください。
　市民の皆さんの議会だよりに対するご意見などをお聞かせく
ださい。ご意見などは議会報編集委員長が直接拝見させていた
だき、読みやすい紙面づくりに生かしていきます。
郵送：〒 257-8501　秦野市桜町一丁目３番２号　議事政策課宛
e-mail：gikai@city.hadano.kanagawa.jp

　「議員からの質問に答弁した者の名前を記載してほしい。」
　　回答  ご要望につきまして、編集委員会で検討しています。

こんなご意見をいただいています！

電柱への表示で日頃からの注意喚起を

東海大学における若い力を十分に生かした
連携の強化を
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＜第３回（９月）定例会の審議結果一覧表＞
○：賛成　　●：反対

　市議会では、自主財源の確保を目的に、「はだの議会だより」
に掲載する広告を募集しています。

広告の媒体：はだの議会だより（年４回、各61,400部発行）
広 告 規 格：縦4.7㎝×横10.5㎝
掲 載 位 置：最終ページ下段に掲載予定
掲　載　料：１枠につき１回20,000円
申込み方法：�議事政策課へ連絡の上、は

だの議会だより広告掲載申
込書を提出してください。

※�詳しくは、ホームページをご覧になるか、議事政策課�
（☎0463ｰ82ｰ9652）までお問い合わせください。

はだの議会だよりであなたのお店、
会社をPRしてみませんか？

詳しくは
こちらから
　　➡

区
分

議案等
番号

議　案　等　名　称
（議案などの資料は、秦野市議会ホームページでご覧いただけます。）

採
決
の
結
果

創和会 自民党・
新政クラブ

市民
クラブ 公明党 日本

共産党 無所属

谷
　
和
雄

横
溝
泰
世

諸
星
　
光

阿
蘇
佳
一

福
森
真
司

原
　
　
聡

小
菅
基
司

高
橋
文
雄

風
間
正
子

川
口
　
薫

今
井
　
実

相
原
　
學

大
野
祐
司

八
尋
伸
二

野
々
山
静
香

山
下
博
己

横
山
む
ら
さ
き

中
村
英
仁

露
木
順
三

佐
藤
文
昭

吉
村
慶
一

木
村
眞
澄

古
木
勝
久

伊
藤
大
輔

市
長
提
出
議
案

第 34 号
平成30年度秦野市一般会計歳入歳出決算の認定について

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

議
長
（
※
採
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん
）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ●
要旨：２・３ページに詳細を掲載

第 35 号
平成30年度秦野市水道事業会計決算の認定について

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○
要旨：２ページに詳細を掲載

第 36 号
平成30年度秦野市公共下水道事業会計決算の認定について

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○
要旨：２ページに詳細を掲載

第 37 号
平成30年度秦野市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○
要旨：２ページに詳細を掲載

第 38 号
平成30年度秦野市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○
要旨：２ページに詳細を掲載

第 39 号
平成30年度秦野市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について

認定 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○
要旨：２ページに詳細を掲載

第 40 号
秦野市印鑑条例の一部を改正することについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
要旨：１ページに詳細を掲載

第 41 号
秦野市職員の給与に関する条例及び秦野市水道事業及び公共下水道事業の企業職員の給与の
種類及び基準に関する条例の一部を改正することについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
要旨：１ページに詳細を掲載

第 42 号
令和元年度秦野市一般会計補正予算（第３号）を定めることについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ●
要旨：公務災害補償等経費など５事業に歳入歳出それぞれ7,287万4千円を追加するもの

第 43 号

令和元年度秦野市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）を定めることについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成30年度繰越金のうち、２億1,542万5千円を介護保険給付費等準備基金に積み立てると
ともに、精算による過年度分返還金として、国庫支出金分5,944万1千円、県支出金分174万
3千円をそれぞれ追加するもの

第 44 号
秦野市教育委員会の委員の選任について

同意
要旨： 山惠一委員の任期が令和元年10月７日に満了することに伴い、同委員を再任するもの

第 45 号
秦野市固定資産評価審査委員会の委員の選任について

同意
要旨：一色義信委員の任期が令和元年９月30日に満了することに伴い、同委員を再任するもの

第 46 号

秦野市手数料条例の一部を改正することについて

可決 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ 議長○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ●
要旨：個人番号カード交付事業費補助金交付要綱の一部改正により、個人番号カードの再交
付事務における国庫補助の対象が拡大されたことに伴い、補助対象となる再交付の理由に該
当する場合の手数料を徴収しないこととするため、改正するもの

第 47 号
秦野市監査委員の選任について

同意要旨：小菅基司委員の任期が令和元年９月10日で満了したことに伴い、後任に諸星光議員を
選任するもの

陳
情
令元陳情
第 ６ 号

重度障害者医療費助成制度継続についての陳情
採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○願意：７ページに詳細を掲載

報 告 案 件
（６件）

専決処分の報告について（市道の管理瑕疵に係る損害賠償）
専決処分の報告について（市道の管理瑕疵に係る損害賠償）
専決処分の報告について（秦野市建築基準条例の一部改正）
専決処分の報告について（工事請負契約の変更）
平成30年度秦野市一般会計継続費精算報告書
平成30年度秦野市健全化判断比率及び資金不足比率について

広告

第 4回（12月）定例会日程

※会議の日程、時刻は変更することがあります。
※12月定例会で審査する請願・陳情の提出期限は、11月25日（月）午後５時までです。
※議員への議案送付は、11月27日（水）の予定です。

11月 29日（金）午 前 ９ 時 30 分 議会運営委員会
12月 ４日（水）午 前 ９ 時 本会議（開会・提案説明）

６日（金） 〃 本会議（議案審議）
本 会 議 終 了 後 議会運営委員会

10日（火）午 前 ９ 時 30 分 総務常任委員会
総務常任委員会閉会後 予算決算常任委員会（補正予算：総務分科会）

11日（水）午 前 ９ 時 30 分 文教福祉常任委員会
文教福祉常任委員会閉会後 予算決算常任委員会（補正予算：文教福祉分科会）

12日（木）午 前 ９ 時 30 分 環境都市常任委員会
環境都市常任委員会閉会後 予算決算常任委員会（補正予算：環境都市分科会）

13日（金）午 前 ９ 時 30 分 議会運営委員会
16日（月）午 前 ９ 時 本会議（一般質問）
17日（火） 〃 本会議（一般質問）
18日（水） 〃 本会議（一般質問）
23日（月）午 前 ８ 時 45 分 議会運営委員会

午 前 ９ 時 30 分 予算決算常任委員会（座長報告・委員会採決）
常任委員会閉会後 本会議（委員長報告・議案審議・閉会）
本 会 議 終 了 後 議会運営委員会
議会運営委員会終了後 議会報編集委員会

広 告 募 集 中

　スマートフォンやタブレット端末で手軽に読めるアプリで
議会だよりを配信しています。ぜひご利用ください。

注：�アプリのダウンロードは無料で�
できますが、通信費は利用者負担
となります。

アプリ『マチイロ』で議会だよりが見られます

▼

ダウンロードは
　こちらから


